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店や住宅が立ち並ぶ街のあちこちに貼りめぐ
らされた＂優勝おめでとう＂の垂れ幕や貼り

紙。そして鳴り響くお祝いの曲。今年8月末、夏の
甲子園大会で全国優勝を成し遂げた慶應義塾高校の
快挙に、どちらかというと閑静な「日吉」（神奈川県横
浜市）の街に、お祭りのような声や音が鳴り響いた。
　東急電鉄東横線の日吉駅。駅の東口のイチョウ並
木を入れば、そこが慶応の学舎。西口に扇状に広
がっているのが、商店街などの繁華街。私は慶応と
線路を挟んで反対側の小高い丘の上の小住宅に住
んで60年近いが、地元でのこんな歓喜の盛り上が
りは初めて目と耳にするものだった。
　野球をはじめ、様々なスポーツが人間社会にも
たらしてくれるものの素晴らしさ。サッカー、ラグ
ビー、バスケットボール、バレーボール、ソフト
ボール、柔道、剣道、弓術、テニス、バドミントン
など……。挙げていけばキリがない。これらの他の
種目に心血を注いでいらっしゃる方には申し訳ない
が、お許しください。スポーツに共通する精神の価
値はすべて同じと私は思う。

も小中学生の頃から、サッカーをはじめ野
球、バドミントンなど若い血を湧きたたせて

きたものだ。スポーツを通じて築いた友達との輪と
精神。毎日新聞の政治記者だった昭和の中頃、新
聞各社の政治部員による野球の親善試合が、当時
の佐藤栄作内閣の官房長官室が主導して行われたこ
とがあり、私は毎日新聞チームのキャッチャーで活
躍。当時の木村俊夫内閣官房長官が、勝ち進む私に
「鈴木さん、あんた政治部員じゃなくて野球部員じゃないの」な
どと、目を丸くして言ったのを今でも覚えている。
　衆議院議員当時は、サッカーの議員連盟をつくり、在日韓国
人チームとの親善試合や、中国・大連まで日中友好親善交流試
合に出向いたことも。

頭に書いたように、これほどスポーツが盛んな国は世
界でもないだろう。日本社会の礎

いしづえ

づくりの源泉。厚生
労働省が昨年9月に発表した100歳以上の日本人は、ついに
９万2,139人と過去最多。「人生100年時代」をもたらしつつ
あるのは、スポーツのみならず健康・医療・社会保障などのほ
か、教育・地方自治など様々な日本社会の＂あり方＂があるの
だろうが……。
　加えて、「小さな親切」運動の会員もご長寿の方々が多くお
られる。「親切」は心も体も健康に、まさに「情けは人の為なら
ず」。私も80代を迎え、体力的には衰えを感じるが、『日本の
美風の蘇生と新生』の想いは変わりません。これからも、会員・
地域組織の皆様とともに運動を推進してまいりますので、よろ
しくお願いいたします。

* * * * * * * * * * * * * * * * *
　なお、私が9年間執筆してきたこのエッセイは、来年から当
運動の役員が交代で寄稿することになりました。長年にわたり
お読みくださり、感謝いたします。次号からのエッセイもぜひ、
ご期待ください！
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　日本には、1800もの記念日があります。
　６月10日は、「時の記念日」。飛鳥時代・671年
4月25日、天智天皇（中大兄皇子）が設置した日本
初の水時計（漏

ろう

刻
こく

）が鐘を打ち鳴らし、時刻を人々に
知らせたと日本書紀に書かれていたことから、大正９
（1920）年に現在の太陽暦に換算し６月10日が「時
の記念日」に制定されました。天智天皇がまつられて
いる滋賀県の近江神宮では、毎年「漏刻祭」が開催さ
れています。
　この記念日に、47年前より毎年、地元の保育園児
らを一日に何回かに分けて店に招待し、記念日の趣
旨や時間を守ることの大切さを伝える活動を続けてい
るのは、かみや時計店（静岡県浜松市）の神谷政晴さ
ん（77歳）。同店は昭和25（1950）年創業で、神谷
さんの父の代からゼンマイ仕掛けなどの「夢のあるお
もしろい時計」を収集し、コレクション数は200点に
ものぼります。
　今年は、園児25名を招待し、神谷さんがコレクショ

ンからチョイスした60点の時計を紹介しました。ネズ
ミの人形が鉄棒をくるくる回るゼンマイ仕掛けの目覚
まし時計や、ベートーベンの「運命」のメロディーに合
わせてテントウムシを食べようとするクモの人形をあ
しらった目覚まし時計に、子どもたちはくぎ付けに。
　神谷さんの「時計がないと困ることは？」の問いに、
「起きる時間やご飯を食べる時間、電車に乗る時間
が分からない」などの声があがり、子どもたちは時間
の大切さを学びました。
　デジタル全盛の時代ですが、長針や短針の数字で
時間をみるアナログ時計は、時間の経過や残り時間
という時間の概念をつたえる良い教材となっていま
す。神谷さんは、時計を扱っているからこそ、戻すこ
とのできない時間の大切さを子どもたちに伝え続け
ています。
　この他にも、福祉事務所を通じて施設に掛け時計
や目覚まし時計を贈る活動も続けており、多くの人た
ちの心に「時」と「思いやり」を刻んでいます。

二度と戻らない「時
と き

」を大切に

笑顔の神谷さんと、賞状を伝達した静岡銀行小松支店・鈴木支店長（右）
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【表紙写真】
多くの人が行き交う東京駅周
辺。最近は、駅舎をバックに
ウェディングフォトの撮影ス
ポットとしても人気です。
夜はライトアップされ夜景が
きれいですので、ぜひ足を止
めてみてはいかがでしょうか。

東京駅に近接するビル「KITTE」６階の屋上庭
園は、駅舎を見下ろすことができるおススメ
の撮影スポット。約1,500m²もある広大な庭
園は憩いの場としても人気です。夜は、近隣
のビルを含めて夜景が間近に見えて、とって
もきれいです。また、東京駅周辺はすてきな
建物がたくさんあり、昼間とはまた違った雰
囲気です。東京にお越しの際はぜひ、夜の散
歩もしてみてください。

おススメ！
東京駅周辺の夜散歩


